
事    業    報    告    書  

(自 2021年 7月 1日 至 2022年  6月 30日) 

定款第３条に基づき、補体研究・調査、講演会・ワークショップなどの開催、機関誌・図書の発行

などを行った。  

I. 学術集会、講演会等の開催

1. 第57回日本補体学会学術集会を大阪大学微生物病研究所・村上良子氏を集会長として、2021年9

月10日-11日 大阪府の千里ライフサイエンスセンターにて開催。

2. 第58回日本補体学会学術集会を酪農学園大学・大谷克城氏を集会長として 、2022年8月19日-

20日に北海道江別市の酪農学園大学中央館学生ホールで開催。

3. 第59回日本補体学会学術集会を九州大学病院別府病院・堀内孝彦氏を集会長として、2023年

に開催予定。

II. 学会機関誌その他の刊行物の発行

1. 学会誌「補体]第58巻 第 1号を2021年第57回日本補体学会学術集会開催時に発行。

2. 学会誌「補体]第58巻 第 2号を2021年12月20日に発行。

3. 教科書「補体学入門 第2版」の発刊を計画中。

4. 日本臨牀2022年11月号特集「補体と疾患―いま補体がおもしろい―」を企画・発刊予定。

5. 大江戸捕物活劇―我ら補体三人衆の巻―をサノフィー株式会社によって作成。

Ⅲ.  研究の奨励及び研究業績の表彰 

1. 第57回日本補体学会学術集会において、第57回日本補体学会優秀賞を中尾実樹氏に授与。

2. 第57回日本補体学会学術集会において、第57回日本補体学会奨励賞を草刈浩平氏に授与。

Ⅳ.  関連学術団体との連絡及び協力 

1. 補体関連疾患の診断指針の作成と検査法の推進に向けて、関連学会と協力。

協力中・協議予定の学会

（１） 日本腎臓学会（aHUSとの遺伝子検査・aHUSガイド作成）

（２） 日本小児腎臓病学会（aHUSとの遺伝子検査・aHUSガイド作成）

（３） 日本免疫不全・自己炎症学会（補体欠損症および遺伝性血管性浮腫の遺伝子検査）

（４） 日本造血細胞移植学会
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（５） 日本妊娠高血圧学会

（６） 日本移植学会・日本臨床移植学会

Ⅴ.   補体関連疾患の診断指針の作成と検査法向上の推進 

1. 研究課題「新しい補体検査システムの構築による補体関連疾患の包括的登録と治療指針確立へ

の展開」を引き続き推進。

2. 持続可能な補体タンパク質検査や補体関連遺伝子検査の推進。

3. 「遺伝性血管浮腫」を含む補体関連疾患に対する補体検査全般の検査体制を充実させるために、

第3社目の企業として、武田薬品工業との受託契約を目指して活動予定であったが断念。

4. 愛育病院との共同研究プロジェクト「妊産婦の妊娠期から産後における補体タンパク質の測定

とその推移の考察」について、和歌山県立医科大学（研究代表者 井上徳光）とアレクシオン

ファーマ合同会社と日本補体学会による4者の共同研究を目指し、和歌山県立医科大学とアレク

シオンファーマ合同会社の受託研究契約を締結し（2021年7月12日契約締結）、さらに、和歌山

県立医科大学と日本補体学会が受委託契約を締結し（2021年7月26日契約締結）、順調に研究を

遂行中。 

5. C3腎症における遺伝子検査について患者や医師からの強い要望があり、実費受取りによる検査

の施行を実施。

6. 2022年4月より、名古屋大学腎不全システム治療学寄附講座	主導の日本膜性増殖性糸球体腎

炎/C3腎症コホート研究において、膜性増殖性糸球体腎炎/C3腎症の遺伝子検査（かずさDNA

研究所と契約）、タンパク質検査研究を開始。

7. 原発性免疫不全症候群の遺伝子検査として、かずさDNA研究所にて検査体制が整備され、日

本免疫不全・自己炎症学会と共同で、2019年8月より補体欠損症(pane1)と補体欠損症

(pane2/遺伝性血管性浮腫を含む)の2項目の遺伝子検査を整備し、検査報告書の作成を日

本補体学会が実施。これまでに173例の報告書を作成（2021年7月から2022年6月までで92例

の報告書を作成）。

8. 厚生労働科学研究費補助金「血液凝固異常症などに関する研究班」のaHUSサブグループ（丸山

彰一氏 名古屋大学腎臓内科)と協力し、2020年4月よりaHUSの遺伝子検査をかずさDNA研究所に

て整備し、検査報告書作成チームを結成し、報告書作成を日本補体学会が実施。これまでに

113例の報告書を作成（2021年7月から2022年6月までで54例の報告書を作成）。

9. 「血液凝固異常症などに関する研究班」のaHUSサブグループのaHUS診療ガイド改訂会議に日本

補体学会として参加し、作成。

Ⅵ. 国際的な研究協力の推進 

1. 2020年夏に、ベルリンで行わる予定であった28th International Complement Workshopが延

期となり、2021年12月6-10日にVirtual meetingとして開催。

2. 国際補体学会の外部精度評価(External Quality Assessment)が妥当性評価を行なっている

標準化研究に参加し、2021年11月5日付および2022年4月1日付に妥当性評価書(Certificate)
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を受領。 

Ⅶ. 会議 

1. 理事会を2020年7月から2021年6月まで通常理事会2回、臨時理事会2回開催。

2. 社員総会を2021年9月11日に開催。

Ⅷ. その他の事業 

特になし 
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